
第１３回江南市市民協働・市民活動推進協議会 会議要旨 

 
日時：平成 23 年 3 月 16 日（水） 13 時～15 時 
場所：市民・協働ステーション 大会議室 

 
１ 議題 

（１） 江南市地域まちづくり補助事業について 

◇平成 22 年度事業公開報告会について 

○平成 22 年度江南市地域まちづくり補助事業公開報告会を以下のとおり行う。 
  日時：平成 23 年 3 月 21 日（月・祝） 午後 1 時半～3 時半 
  内容：事業成果報告、実施団体あてメッセージカードの記載、意見（エール）交換 

場所：市民・協働ステーション（地域情報センター2 階） 
 ※机は用意せず、筆記用のボード（用箋板）を参加者分用意する。審査員席は設けず、

参加者全員が分け隔てなく座っていただく。 
 ※メッセージカードには、批判ではなくよかった点や応援メッセージを書いていただく

よう案内する。（実施団体の今後の励みになるように。） 
 ※事業の結果よりも、そこから広がる成果に重点を置いて報告していただくよう、各団

体に再度依頼する。 
 ※意見交換では、話し合いの過程をホワイトボードなどに書き込み、可視化する。意見

のつながりや広がりが見えると、会場全体で意見が共有できるため、話し合いが活性

化する。 
 ※報告の目的を各団体あてにいくつか提示して、それに沿って各団体に報告していただ

くと、次のステップにつながる、より意義のある報告会になるのではないか。 
 
◇平成 23 年度事業について 

○平成 23 年度江南市地域まちづくり補助事業として 9 事業の申請があったが、審査の結果

6 事業が採択、3 事業が不採択となった。 
○平成 23 年度江南市地域まちづくり補助事業（候補）は次の 6 事業であり、詳細は別紙の

とおり。 
≪ひろげよう！展開コース≫ 
① よほほい祭り 

≪つながろう！連携コース 1 年目≫ 
② まゆのふるさと 江南 再発見 

≪つながろう！連携コース ２年目≫ 
③ 治水の遺構「忠平猿尾」周辺の自然保護と散策路整備事業 
④ 緊急時 安心“水の隣組”マップ作り 
⑤ 布袋駅舎保存 
⑥ 共に考える地域の小児医療 ～広げよう子どもの笑顔～ 



○不採択事業について 

 ※不確定要素が多かったり地域とのつながりや関係性がみられなかった事業が不採択と

なった。できるだけ多くの方に当補助金をご利用いただきたい思いはあるが、制度が

目指す目的との違いは明確に示す必要があり、今回の結果になった。 

 ⇒不採択だから終わりではなく、次につないで形にする、最初から最後まで関わる（コ

ーディネートする）、フォローアップし芽を育てる必要がある。 

○当制度が整備されて 3 年が経過したが、補助金をきっかけに沢山の事業が生まれ、協働

が生まれた。成果を市民の皆さんに届けるために、過去の事業の事例集を作ってはどう

か。写真を織り交ぜたり、実施団体にインタビューをしたり、助成する側の思いを書い

たりしてまとめると、わかりやすく伝わる成果物ができると思う。 

○「まちづくり」の言葉からは、市がどのような事業を期待しているのか伝わらない。 

 ⇒行政からある程度テーマを特定した方がイメージがわき、市民として関わりやすいの

ではないか。 

 ⇒最近、「まちそだて」といった言葉が生まれている。土木的な意味を連想しやすい「ま

ちづくり」とは区別して、「まちそだて」としてはどうか。 

 ⇒当制度の「まちづくり」は、郷土愛、つながり、将来発展性を意味している。 

 

 

（２） 市民・協働ステーションについて 

◇平成 22 年度の利用状況について 

○作業コーナー（印刷機）は好評であり、特に 3 月は毎日沢山ご利用いただいている。貸

棚や貸レターケースの利用は伸び悩んでおり、今後、ステーション活性化に向けての対

策を考えていく必要がある。 

 

◇作業コーナー（印刷機）の拡充について 

○4 月から、利用制限（1 製版につき 30 枚以上で利用可能）の枠を削除する。 

 

 

 

２ その他 

○平成 23 年度、市内の NPO・ボランティア団体が集う機会を設けたい。場所、内容等は

未定であり、皆さんの柔軟な発想でアイディアを出していただきたいと思っている。実行

委員会を公募するので積極的にご応募いただきたい。有意義な会を行うためにぜひ力を貸

していただきたい。 



第１３回江南市市民協働・市民活動推進協議会　会議要旨

日時：平成23年3月16日（水）　13時～15時


場所：市民・協働ステーション　大会議室

１　議題

（1） 江南市地域まちづくり補助事業について

◇平成22年度事業公開報告会について

○平成22年度江南市地域まちづくり補助事業公開報告会を以下のとおり行う。

　　日時：平成23年3月21日（月・祝）　午後1時半～3時半


　　内容：事業成果報告、実施団体あてメッセージカードの記載、意見（エール）交換

場所：市民・協働ステーション（地域情報センター2階）


　※机は用意せず、筆記用のボード（用箋板）を参加者分用意する。審査員席は設けず、参加者全員が分け隔てなく座っていただく。


　※メッセージカードには、批判ではなくよかった点や応援メッセージを書いていただくよう案内する。（実施団体の今後の励みになるように。）

　※事業の結果よりも、そこから広がる成果に重点を置いて報告していただくよう、各団体に再度依頼する。


　※意見交換では、話し合いの過程をホワイトボードなどに書き込み、可視化する。意見のつながりや広がりが見えると、会場全体で意見が共有できるため、話し合いが活性化する。

　※報告の目的を各団体あてにいくつか提示して、それに沿って各団体に報告していただくと、次のステップにつながる、より意義のある報告会になるのではないか。

◇平成23年度事業について

○平成23年度江南市地域まちづくり補助事業として9事業の申請があったが、審査の結果6事業が採択、3事業が不採択となった。

○平成23年度江南市地域まちづくり補助事業（候補）は次の6事業であり、詳細は別紙のとおり。


≪ひろげよう！展開コース≫


1 よほほい祭り


≪つながろう！連携コース　1年目≫


2 まゆのふるさと 江南 再発見


≪つながろう！連携コース　２年目≫


3 治水の遺構「忠平猿尾」周辺の自然保護と散策路整備事業

4 緊急時　安心“水の隣組”マップ作り

5 布袋駅舎保存

6 共に考える地域の小児医療　～広げよう子どもの笑顔～

○不採択事業について

　※不確定要素が多かったり地域とのつながりや関係性がみられなかった事業が不採択となった。できるだけ多くの方に当補助金をご利用いただきたい思いはあるが、制度が目指す目的との違いは明確に示す必要があり、今回の結果になった。

　⇒不採択だから終わりではなく、次につないで形にする、最初から最後まで関わる（コーディネートする）、フォローアップし芽を育てる必要がある。


○当制度が整備されて3年が経過したが、補助金をきっかけに沢山の事業が生まれ、協働が生まれた。成果を市民の皆さんに届けるために、過去の事業の事例集を作ってはどうか。写真を織り交ぜたり、実施団体にインタビューをしたり、助成する側の思いを書いたりしてまとめると、わかりやすく伝わる成果物ができると思う。

○「まちづくり」の言葉からは、市がどのような事業を期待しているのか伝わらない。

　⇒行政からある程度テーマを特定した方がイメージがわき、市民として関わりやすいのではないか。


　⇒最近、「まちそだて」といった言葉が生まれている。土木的な意味を連想しやすい「まちづくり」とは区別して、「まちそだて」としてはどうか。


　⇒当制度の「まちづくり」は、郷土愛、つながり、将来発展性を意味している。

（2） 市民・協働ステーションについて

◇平成22年度の利用状況について

○作業コーナー（印刷機）は好評であり、特に3月は毎日沢山ご利用いただいている。貸棚や貸レターケースの利用は伸び悩んでおり、今後、ステーション活性化に向けての対策を考えていく必要がある。


◇作業コーナー（印刷機）の拡充について

○4月から、利用制限（1製版につき30枚以上で利用可能）の枠を削除する。

２　その他


○平成23年度、市内のNPO・ボランティア団体が集う機会を設けたい。場所、内容等は未定であり、皆さんの柔軟な発想でアイディアを出していただきたいと思っている。実行委員会を公募するので積極的にご応募いただきたい。有意義な会を行うためにぜひ力を貸していただきたい。

